
能美市議会基本条例検証シート

条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法

（目的）

（定義）

（１）
市民　市内に住所を有する個人
及び法人をいう。

（２） 議会　能美市議会をいう。

（３） 議長　議会の議長をいう。

（４） 議員　議会の議員をいう。

（５） 市長　能美市長をいう。

能美市議会基本条例

（前文）

第１章　総則

第１条

第２条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（議会の役割と活動の原則）

1

議会は、その活動に関する情報
公開を積極的に推進するととも
に、公正性かつ透明性を確保
し、市民に信頼される分かりや
すく開かれた議会運営に努める
ものとする。

2

議会は、市民の多様な意見を的
確に把握し、これを市政に反映
させるため、自らの議決及び議
会運営に対する説明責任を認識
し、市民とともにまちづくりに
取り組むものとする。

3

議会は、二元代表制の下、市長
等の事務執行について監視及び
評価を行うとともに、建設的な
政策立案及び議案の提出権を通
じて市民の福祉の向上及び市政
の発展に取り組むものとする。

（議長の役割と活動の原則）

1

議長は、議会を代表し、議場の
秩序を保持し、議事を整理し、
議会事務を統理し、公正で民主
的かつ効率的な議会運営に努め
るものとする。

2
議長は、議会全体の代表者とし
て、中立性のある活動を行うも
のとする。

（議員の役割と活動の原則）

1

議員は、議会が言論の府である
こと及び合議制機関であること
を十分に認識し、議会活動にお
いては議員相互間で議論を尽く
し、最善の合意形成に努めるも
のとする。

2

議員は、市政全般についての課
題及び市民の意見や要望を的確
に把握するとともに、自己の能
力を高める不断の研鑽に努め、
政策的議論を通じて市民の代表
としてふさわしい活動をするも
のとする。

3

議員は、議会の構成員として、
一部の団体及び地域にとらわれ
ず、市民全体の福祉の向上を目
指して活動するものとする。

（会派の活動の原則）

1
議員は、議会活動を行うため、
会派を結成することができる。

2
会派は、政策を中心とした同一
の理念を共有する議員で構成
し、活動するものとする。

3
会派は、政策の立案、決定又は
提案を行うための調査及び研究
に努めるものとする。

4

会派は、議員活動を円滑に行う
ため、必要に応じその会議を開
催し、意見調整を行うととも
に、会派間の調整を行い、合意
形成に努めるものとする。

第２章　議会及び議員の役割と活動の原則

第３条

第４条

第５条

第６条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（危機管理の原則）

1

議会は、災害等の不測の事態か
ら市民の生命、身体及び財産並
びに生活の平穏を守るため、市
長等と協力し、災害等の発生時
に総合的かつ機能的な活動が図
られるよう危機管理体制の整備
に努めるものとする。

2

議長は、災害等の不測の事態が
発生し、又はそのおそれがある
ときは、必要に応じ、議員によ
る協議又は調整を行うための会
議を開催する。

3

議会は、災害等の不測の事態が
発生したときは、市長等と連携
し、その状況を調査し、市民の
意見等を的確に把握するととも
に、必要に応じ、市長等に対し
提言又は提案を行う。

4

議員は、災害対策、人命救助等
に関わる各種講習会等に参加す
ることにより、積極的に知識及
び技能の習得に努めるものとす
る。

第７条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（議会活動の公開）

1
議会は、本会議のほか、委員会
を原則として公開とする。

2

議会は、市民に対して議会活動
に関する情報公開を積極的に推
進し、市民の信頼度を高めると
ともに、十分な説明責任を果た
さなければならない。

（市民の議会活動への参画）

1

議会は、市民との意見交換の場
を設けるほか、その活動に参画
する機会を確保し、市民の意思
を議会活動に反映するよう努め
るものとする。

2

議会は、広く市民の意見及び知
見を審議等に反映させるため、
公聴会制度及び参考人制度の活
用に努めるものとする。

3

議会は、請願及び陳情の審査に
おいては、必要に応じて提案者
の意見を聞く機会を設けること
ができる。

（広報機能の充実）

議会は、多様な広報手段を活用
することにより、多くの市民が
議会と市政に関心が持てるよう
努めるものとする。

第３章　議会と市民との関係

第８条

第９条

第１０条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（議会と市長等との関係）

1

議会と市長等との関係は、次に
掲げるところにより、常に適切
な緊張関係の保持に努めなけれ
ばならない。

（１）

議会の会議における一般質問で
は、広く市政上の論点及び争点
を明確にするため、一問一答式
で行うことができる。

（２）

市長等は、議会の会議又は委員
会において、議長又は委員長の
許可を得て、質疑又は質問の趣
旨を確認するための質問をする
ことができる。

（議会審議における論点情報の
形成）

1

議会は、市長等が実施しようと
する重要な政策、計画、施策及
び事業等（以下「政策等」とい
う。）について、議会審議にお
ける論点情報を形成し、その政
策水準を高めることに資するた
め、市長に対し、次に掲げる事
項について明らかにするよう求
めることができる。

（１）
政策等を必要とする背景及び提
案に至るまでの経緯

（２）
政策等の形成過程における市民
参加の有無及びその内容

（３）
他の自治体の類似政策との比較
検討の有無及びその内容

（４） 能美市総合計画との整合性

（５）
政策等の実施に係る関係法令及
び条例との整合性

（６） 政策等の実施に係る財源措置

（７） 将来にわたる効果及び費用

2

議会は、前項の政策等の提案を
審議するに当たっては、立案及
び執行における論点及び争点を
明らかにするとともに、執行後
における政策評価に資する審議
に努めるものとする。

（予算及び決算における政策説
明資料の作成の要請）

議会は、市長が予算及び決算を
議会に提出する際は、前条の規
定の例により施策別又は事業別
の分かりやすい説明資料の作成
を市長に求めることができる。

（議員の文書での質問）

議員は、議長を経由して市長等
に対して文書での質問を行うこ
とができる。この場合におい
て、市長等は、議長を通じて文
書による回答を行うものとす
る。

第４章　議会と行政との関係

第１１条

第１２条

第１３条

第１４条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（議決事件の拡大）

議会は、その意思決定及び監視
の機能の向上を図るとともに、
市長等が提案する重要な政策に
ついて市民に開かれた議論を行
うため、地方自治法（昭和２２
年法律第６７号。以下「法」と
いう。）第９６条第２項の規定
による議会の議決すべき事件を
積極的に拡大するよう努めるも
のとする。

第１５条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（専門的知見の活用）

議会は、法第１００条の２の規
定により議案の審査及び市政の
課題に関する調査のため、必要
があると認めるときは、議決に
より、学識経験者等で構成する
調査機関を設けることができ
る。

（委員会の適切な運営）

1

委員会は、広範多岐にわたる市
政の課題をその専門性と特性を
活かし、合理的かつ能率的に調
査し、及び審査するよう努めな
ければならない。

2
委員会は、政策の論点又は争点
が明らかになるよう議論を深め
るものとする。

（議員研修の充実強化）

1
議会は、議員の資質向上を図る
ため、議員研修の充実強化に努
めるものとする。

2

議会は、議員研修の充実強化に
あたり、広く各分野の学識経験
を有する者及び市民等を含めた
ものを開催するものとする。

（議会図書の適正管理）

1

議会は、その調査活動に資する
ための各種資料その他の刊行物
の適正な管理を図り、機能の充
実に努めるものとする。

2
前項に掲げる各種資料その他の
刊行物は、一般の利用に供する
ことができる。

（議会事務局の機能の強化）

議会は、議会及び議員の政策立
案能力を向上させ、その活動を
円滑かつ効率的に行うため、議
会事務局の調査機能及び法制執
務能力の充実を図るものとす
る。

第５章　議会の機能強化

第１６条

第１７条

第１８条

第１９条

第２０条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

（議員の政治倫理）

1
議員の政治倫理に関しては、別
に条例に定める。

2

議員は、市民の負託に応えるた
め、高い倫理観が求められてい
ることを自覚し、市民の代表と
して公正、誠実及び清廉を基本
として、その使命の達成に努め
なければならない。

（議員の定数）

1
議員の定数に関しては、別に条
例で定める。

2

議員の定数の改正に当たって
は、市政の現状と課題、人口、
面積、市の将来計画及び行財政
改革の視点等を十分に考慮し、
市民の意見を参考にするものと
する。

3

議員の定数に係る条例の改正の
議案は、市民の直接請求による
場合及び市長が提出する場合を
除き、明確な理由を付して、委
員会又は議員から提出するもの
とする。

（議員の議員報酬）

1
議員報酬に関しては、別に条例
で定める。

2

議員報酬の改正に当たっては、
委員会又は議員が提出する場合
は、市民の意見を参考にするも
のとする。

3

議員報酬の条例の改正の議案
は、市民の直接請求による場合
及び市長が提出する場合を除
き、明確な理由を付して、委員
会又は議員から提出するものと
する。

第６章　議員の政治倫理、定数及び議員報酬

第２１条

第２２条

第２３条
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条文への　　　
評価

実施状況　　　
評価

実施状況 課題・その他 解決方法能美市議会基本条例

1
政務活動費に関しては、別に条
例で定める。

2

議員は、市政の調査研究その他
市民福祉の増進に資するために
交付を受けた政務活動費に関
し、その執行及び証拠書類の作
成及び保管は、厳格を期するも
のとする。

1

この条例は、議会における最高
規範であって、議会は、この条
例の趣旨に反する議会の条例又
は規則を制定してはならない。

2

議会は、議員にこの条例の趣旨
を浸透させるため、一般選挙を
経た任期開始後速やかに、この
条例の研修を行わなければなら
ない。

（議会改革の推進）

議会は、議会運営に係る不断の
評価と改善を行い、市民の議会
への関心が高まるよう常に議会
改革の推進と議会運営に取り組
まなければならない。

（検証及び見直し）

議会は、この条例の施行後、常
に市民の意思、社会情勢の変化
等を勘案し、必要があると認め
るときは、この条例の規定につ
いて検討を加え、その結果に基
づき所要の措置を講ずるものと
する。

第７章　政務活動費

第２４条

第８章　最高規範性

第２５条

第９章　議会改革の推進等

第２６条

第２７条

○今後の課題について
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